
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
、

月

日
か
ら

11

29

12

月

日
ま
で
開
か
れ
ま

16
す
。上

程
さ
れ
る
議
案
は
、

補
正
予
算
４
件
、
条
例
８

件
、
事
件

件
の
計

件

14

26

で
す
。月

補
正
予
算
は
、
一

12

般
会
計
に

億
１
９
７
７

14

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
６
９
２
億
３
４
４
６

万
円
に
、
特
別
会
計
で
は

国
民
健
康
保
険
に
１
億
６

６
０
０
万
円
追
加
し
１
５

１
億
９
４
７
２
万
円
に
、

介
護
保
険
に
１
６
４
０
万

円
追
加
し
１
６
０
億
９
８

７
６
万
円
に
し
ま
す
。

小
中
学
校
耐
震
補
強

に
３
億
円

一
般
会
計

月
補
正
の

12

内
容
は
、
投
資
的
経
費
で

５
億
１
３
０
７
万
円
で
、

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

農
業
用
機
械
や
施
設
等
の

導
入
に
補
助
す
る
経
営
体

育
成
支
援
事
業
４
７
６
０

万
円
、
除
雪
機
械
整
備
事

業
（
本
所
・
除
雪
ド
ー
ザ
、

羽
黒
・
小
型
除
雪
車
）
３

５
０
９
万
円
、
小
学
校
耐

震
補
強
事
業
（
朝
暘
五
、

櫛
引
西
、
広
瀬
）
１
億
１

１
８
２
万
円
、
中
学
校
耐

震
補
強
事
業
（
鶴
岡
一
、

温
海
）１
億
９
３
０
万
円
、

７
月
６
日
の
豪
雨
と
８
月

日
～

日
の
台
風
関
連

22

23

で
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
１
億
２
３
０
４

万
円
な
ど
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に

約
４
億
円

投
資
的
経
費
以
外
で

は
、
国
の
経
済
対
策
で
、

低
所
得
者
に
１
人
当
た
り

１
万
５
千
円
を
給
付
す
る

臨
時
福
祉
給
付
金
３
億
９

３
８
０
万
円
、
民
間
保
育

所
等
の
業
務
効
率
化
推
進

補
助
金
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
、

事
故
防
止
等
の
体
制
強

化
）
１
０
６
０
万
円
、
被

保
護
世
帯
の
増
加
に
よ
る

各
種
扶
助
費
１
億
４
１
１

２
万
円
、
国
の
地
方
創
生

推
進
交
付
金
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
活
用

し
た
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
５
０

０
万
円
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
高

額
医
療
費
や
保
険
財
政
共

同
安
定
化
事
業
の
拠
出
金

増
額
。
介
護
保
険
は
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
改
修
及
び

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
係
る
経
費
で

す
。

下
水
道
業
務
委
託

企
業
会
計
で
は
下
水
道

事
業
の
債
務
負
担
行
為
の

追
加
で
、
脱
水
汚
泥
処
理

処
分
の
業
務
委
託
５
６
５

０
万
円
に
３
年
の
委
託
契

約
期
限
と
な
っ
た
下
水
道

処
理
施
設
維
持
管
理
業
務

２
億
６
９
６
２
万
円
が
加

わ
り
ま
す
。

条
例
と
事
件
案
件
、
請

願
・
意
見
書
は
次
号
。
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12

29

国
の
補
正
に
伴
う
対
策
な
ど

平成28年度　補正予算一覧表（12月補正） ：国の補正予算（第２号）に係るもの

［　一　般　会　計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

2 1 6 財政課 過年度市税等還付金 8,500 8,500 市税等還付金の増額

3 1 1 福祉課 臨時福祉給付金給付事業 393,807 393,807 国の補正に伴う経済対策臨時福祉給付金の給付に係る経費

3 1 5 長寿介護課 介護保険事業 13,650 13,650 介護保険特別会計への操出金の増額

3 1 6 福祉課 228,111自立支援給付事業 171,083 57,028 障害福祉サービスの利用増加による自立支援給付費の増額

3 1 6 福祉課 自立支援医療給付事業 9,519 7,139 2,380 更生医療費の増加による給付費の増額

3 2 1 福祉課 障害児支援事業 84,560 63,420 21,140 障害福祉サービスの利用増加による障害児通所給付費の増額

3 2 2 子育て推進課 民間保育所等への各種補助事業 10,600 7,950 2,650
国の保育対策総合支援事業に係る保育所等の業務効率化推進

補助金

3 3 2 福祉課 各種扶助費 141,126 105,844 35,282 被保護世帯数・人員数の増加等による各種扶助費の増額

4 1 1 健康課 献血推進事業 840 420 420 県の骨髄移植ドナー助成事業に係る補助金

6 1 3 農政課 経営体育成支援事業 47,600 47,600 国の補正に伴う担い手確保・経営強化支援事業費補助金

6 1 7 農山漁村振興課 水田畑地化基盤強化対策事業 27,338 27,300 38 国の補正に伴う水田畑地化基盤整備事業負担金の増額

6 1 7 農山漁村振興課 県営経営体育成基盤整備事業 31,370 31,300 70 国の補正に伴う経営体育成基盤整備事業負担金の増額

6 1 7 農山漁村振興課 農村地域防災減災事業 4,123 4,100 23 国の補正に伴う農村地域防災減災事業負担金の増額

6 2 2 農山漁村振興課 森林病害虫等防除事業 12,986 8,293 4,693 国の補正に伴う松くい虫被害対策に係る経費の増額

8 2 6 土木課 除雪機械整備事業 35,098 22,600 12,400 98 国の補正に伴う除雪機械購入費の増額（2台）

8 5 1 都市計画課 鶴岡まちづくりﾌﾟﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ事業 5,000 2,500 900 1,600
国の地方創生推進交付金事業による旧鶴岡市ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞを

活用したまちづくりの推進経費

9 1 5 防災安全課 避難所強化対策事業 16,300 5,281 11,000 19 国の補正に伴う自家発電機整備経費の増額

10 2 3 管理課 小学校耐震補強事業 111,828 34,902 76,900 26 国の補正に伴う朝暘第五小学校ほか2校の耐震改修工事費等

10 3 3 管理課 中学校耐震補強事業 109,307 34,929 74,300 78 国の補正に伴う鶴岡第一中学校ほか1校の耐震改修工事費等

11 1 1 農山漁村振興課 123,045 87,550 15,500 6,765 13,230 農地、農道、用水路等の復旧経費
農地農業用施設災害復旧事業（7月6日の

豪雨、8月22日～23日の台風関連）

11 1 2 農山漁村振興課 5,064 4,535 400 129 林道の復旧経費
林業施設災害復旧事業（7月6日の豪雨、

8月22日～23日の台風関連）

合計 1,419,772 997,853 254,100 6,765 161,054

うち国の補正予算（第2号）に係るもの 789,757 547,412 237,300 5,045

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

養護老人ﾎｰﾑ施設整備費補助金 平成28年度から平成29年度まで 763,600千円

道路新設改良工事請負契約 平成28年度から平成29年度まで 96,500千円

昼田橋架替工事負担金 平成28年度から平成29年度まで 70,518千円

小学校通学対策スクールバス運行管理委託契約 平成28年度から平成29年度まで 99,030千円

中学校通学対策スクールバス運行管理委託契約 平成28年度から平成29年度まで 48,066千円

［　国民健康保険特別会計（事業勘定）　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

7 1 1 国保年金課 高額医療費拠出金 59,100 29,550 29,550 高額医療費共同事業拠出金の増額

7 1 2 国保年金課 保険財政共同安定化事業拠出金 65,500 65,500 保険財政共同安定化事業拠出金の増額

7 1 3 国保年金課 償還金 41,405 41,405 平成27年度国庫支出金の精算による返還金

166,005 29,550 95,050 41,405

［　介護保険特別会計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

1 1 1 長寿介護課 介護保険一般管理費 15,100 2,750 12350 介護保険事務処理システム改修に係る委託料

1 5 1 長寿介護課 介護保健事業計画等策定事業 1,300 1300 第7期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画策定に係る経費

16,400 2,750 13,650

［　下水道事業会計　］

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

鶴岡市公共下水道処理施設維持管理業務委託契約 平成28年度から平成29年度まで 269,627千円

脱水汚泥処理処分業務委託契約 平成28年度から平成29年度まで 56,506千円



社
会
保
障
を
良
く
す
る

鶴
岡
・
田
川
の
会
（
高
橋

憲
志
会
長
）
に
よ
る
自
治

体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行

わ
れ
、

日
に
鶴
岡
市
と

18

庄
内
町
を
、

日
に
は
三

25

川
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
へ
の
要
請
に

は
、
菅
井
巌
市
議
も
参
加

し
ま
し
た
。

要
請
書
に
は
、
介
護
保

険
や
国
民
健
康
保
険
、
子

育
て
や
障
が
い
者
支
援
の

問
題
な
ど
、
社
会
保
障
の

改
善
を
求
め
る

項
目
の

57

要
望
が
示
さ
れ
、
分
野
ご

と
に
市
の
担
当
者
が
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
要

介
護
認
定
申
請
の
結
果
が

出
る
ま
で
２
ヶ
月
も
掛
か

っ
て
大
変
困
っ
て
い
る
。

調
査
員
を
増
員
し
て
ほ
し

い
」
「
国
保
税
の
負
担
が

重
く
な
り
、
保
険
料
が
払

え
ず
保
険
証
が
な
く
、
重

症
化
し
死
亡
に
至
っ
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
保
険
証

の
留
め
置
き
は
せ
ず
に
、

郵
送
し
て
ほ
し
い
。
減
免

申
請
な
ど
の
周
知
を
」
と

要
望
が
出
さ
れ
る
一
方
、

「
介
護
総
合
事
業
で
市
が

示
す
住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス

の
通
所
型
は
開
所
基
準
な

ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
、

取
組
め
ず
、
担
い
手
確
保

に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
の

批
判
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
「
地
域
の
看
護

師
不
足
の
認
識
は
あ
る
の

か
」
と
の
問
い
に
、
相
澤

健
康
福
祉
部
長
は
「
認
識

は
あ
る
が
、
看
護
師
養
成

数
を
増
や
す
に
は
荘
内
看

護
学
校
の
改
修
な
ど
が
課

題
と
考
え
る
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
光
雄

組
合
長
理
事
）
の
第

回
29

定
期
総
会
が
、

日
開
催

20

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
を
代
表
し
て
、
関

徹
県
議
が
「
市
民
と
野
党

の
共
闘
が
広
が
り
、
政
治

は
変
え
ら
れ
る
展
望
が
広

が
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
暴
走
す
る
安
倍
政
権
を

一
緒
に
止
め
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

元
山
形
大
学
農
学
部
教

授
で
、
現
在
は
東
日
本
大

震
災
復
旧
・
復
興
支
援
み

や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
代
表

世
話
人
の
綱
島
不
二
雄
氏

が
「
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
農
業
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
」
と
題
し
て
特

別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

綱
島
氏
は
、
地
域
循
環

型
経
済
の
確
立
は
地
方
自

治
の
根
幹
で
あ
り
、
そ
の

中
心
が
農
林
水
産
業
、
中

小
企
業
の
振
興
で
あ
り
、

「
地
方
消
滅
論
に
対
抗
す

る
も
の
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
特
別
発
言
を
行

っ
た
元
庄
内
農
民
連
事
務

局
の
青
山
崇
氏
は
、
産
直

セ
ン
タ
ー
の
歩
み
に
触

れ
、
「
農
業
消
滅
の
危
機

的
実
態
を
つ
か
み
、
消
費

者
を
巻
き
込
ん
だ
新
た
な

産
直
運
動
を
展
開
す
べ

き
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
小
林
隆
範

専
務
理
事
が
「
産
直
は
交

流
が
命
。
組
合
員
・
役
職

員
が
団
結
し
て
顔
の
見
え

る
産
直
を
広
げ
よ
う
」
と

訴
え
、
こ
の
間
の
活
動
経

過
・
決
算
、
次
年
度
方
針

・
予
算
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の
た
め
に

が
重
要
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
て
改
め
て
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

農
政
企
画
課
長
は
、
「
同
法
を
市
町

村
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
事
例

を
周
知
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
」

が
、
「
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
今
後

は
総
合
支
庁
単
位
で
、
市
町
村
だ
け
で

な
く
、
農
協
・
土
地
改
良
区
な
ど
の
関

係
者
に
も
案
内
し
て
い
く
」
「
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
必
要
な
助
言
も

し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

地
域
経
済
振
興
は
、
地
域
住
民
自
身

の
手
で
お
こ
な
う
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
り
、
県
に
は
そ
の
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
間
見
直
し
の
年
に
当
た
る
今
年

度
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を

地
域
経
済
振
興
・
地
域
振
興
に
資
す
る

も
の
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た

が
、

日
の
産
業
振
興
対
策
特
別
委
員

11

会
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
が
設
置
し
た
、
「
今
後

の
農
山
漁
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
報
告
書
で
も
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
が
必
ず
し
も
農
産
漁
村
活

性
化
に
繋
が
っ
て
い
な
い
」「
外
部
（
県

外
資
本
）
主
導
で
は
な
く
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
て
進
め
る
事
業
に
す
る
こ
と

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月18日入札分

・大鳥地内径150粍大鳥橋添架管改良工事（大鳥地内）
（入札4業者）
松田工業(株) 32,000,000円（32,530,000円）

工期～29/3/31（落札率98.4％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月18日入札分

・市公共下水道事業 汚水210093～NC30号新設工事（下
川地内）（入札12業者うち2業者辞退）
小野寺建設(株) 52,500,000円（54,221,000円）

工期～29/3/31（落札率96.8％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
11月16日入札分

・市公共下水道事業 雨水大山第2排水区527・566号新
設工事（大山三丁目地内）（入札10業者うち2業者辞退）
(株)三浦土建 21,480,000円（21,856,000円）

工期～29/3/31（落札率98.3％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
11月17日入札分

・平成28年度林業専用道大坂山天狗森線開設工事（羽
黒町荒川、たらのき代地内）
中止

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月17日入札分

・鶴岡駅前アーケード幕板改修工事（末広町１）（入
札6業者うち4業者辞退）
(株)サイトウ建板 3,100,000円（3,460,000円）

工期～29/2/10（落札率89.6％）

介
護
・
国
保
な
ど
社
会
保
障

改
善

項
目
を
要
請
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社
保
協
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン

戦争法廃止、不戦の誓い
憲法改悪を許さない
市民集会

１２月３日（土）１０：００～１１：３０
マリカ広場
アジア・太平洋戦争が始まった12月8日は「不戦の誓

いの日」です。私たちは二度と戦争による不幸な犠牲者

を出さないため、「戦争法廃止、不戦の誓い・憲法改悪

を許さない」取り組みをしています。安倍政権の暴走を

止めよう！自衛隊を戦場に行かせないために。

呼びかけ 市民集会実行委員会
（連絡先 日本共産党鶴岡地区委員会：22-3313）

産
直
は
交
流
が
命
、
「
顔
の

見
え
る
産
直
」
を
広
げ
よ
う

庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会


